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ア
ト
リ
エ
Ｊ
ｅ
︱

ｔ
ｅ
ｅ
か
ら
Ｊ
Ｂ
Ｌ 

Ｃ

４
９
デ
ー
ル
が
入
荷
し
た
連
絡
を
も
ら
っ
た
。

こ
れ
は
珍
し
い
モ
デ
ル
で
す
よ
と
い
う
こ
と
な

の
で
、
さ
っ
そ
く
聴
き
に
行
く
こ
と
に
し
た
。

　
Ｊ
Ｂ
Ｌ
の
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
は
ど
れ
も
こ
れ
も
美

し
く
、
サ
イ
ズ
の
大
小
を
問
わ
ず
ど
こ
と
な
く

一
家
言
あ
る
音
が
す
る
。
こ
の
デ
ー
ル
も
ま
っ

た
く
そ
う
だ
っ
た
。
フ
ル
レ
ン
ジ
一
発
で
は
あ

る
け
ど
、
強
い
説
得
力
を
伴
っ
て
「
音
」
で
は

な
く
「
音
楽
」
を
心
に
響
か
せ
る
。

　

店
で
は
ウ
ェ
ス
・
モ
ン
ゴ
メ
リ
ー
の
『
ア
・

デ
イ
・
イ
ン
・
ザ
・
ラ
イ
フ
』
が
か
か
っ
た
。

ほ
ん
わ
か
し
た
イ
ー
ジ
ー
リ
ス
ニ
ン
グ
・
ジ
ャ

ズ
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
し
、
演
奏
者
の
覇
気
が
迫

っ
て
く
る
。
な
ん
だ
ろ
う
、
こ
の
魔
力
は
。
優

秀
な
ス
ペ
ッ
ク
の
現
代
的
な
ス
ピ
ー
カ
ー
で

は
、
そ
れ
こ
そ
イ
ー
ジ
ー
な
リ
ス
ニ
ン
グ
に
な

っ
て
し
ま
い
が
ち
な
の
だ
が
。

　

続
い
て
ス
テ
ィ
ー
リ
ー
・
ダ
ン
の
『
ガ
ウ
チ

ョ
』。
こ
れ
は
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
泣
か
せ
の
メ
リ

ハ
リ
が
利
い
た
録
音
だ
が
、
リ
ズ
ム
が
し
っ
か

り
か
っ
ち
り
と
切
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
管
理
さ
れ
て
い
な
い
強
み
を
存
分
に

発
揮
し
、
ユ
ニ
ッ
ト
は
の
び
や
か
で
ス
ト
レ
ス

な
く
鳴
り
き
っ
て
い
る
。
マ
ル
チ
・
ユ
ニ
ッ
ト

の
ス
ピ
ー
カ
ー
と
比
べ
れ
ば
無
論
レ
ン
ジ
は
狭

い
。だ
が
そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い
。耳
へ
の
「
当

た
り
」
が
気
持
ち
い
い
。

　

こ
の
試
聴
後
す
ぐ
、
同
じ
く
Ｊ
Ｂ
Ｌ
の
C
シ

リ
ー
ズ
の
な
か
で
も
特
に
稀
少
な
Ｃ
３
９
ハ
ー

ラ
ン
が
入
り
、
銀
座
２
丁
目
の
サ
ウ
ン
ド
ク
リ

エ
イ
ト
・
ラ
ウ
ン
ジ
で
販
売
さ
れ
て
い
る
知
ら

せ
が
届
い
た
。
店
は
５
丁
目
か
ら
移
転
し
て
ほ

ぼ
１
年
に
な
り
、
僕
は
ま
だ
訪
れ
た
こ
と
が
な

い
こ
と
も
あ
り
、
向
か
う
足
取
り
は
軽
い
。

　

広
い
フ
ロ
ア
の
最
も
奥
に
Ｃ
３
０
ハ
ー
ツ
フ

ィ
ー
ル
ド
が
佇
ん
で
い
た
。
ハ
ー
ツ
が
王
様
な

ら
、
そ
の
前
の
立
つ
ハ
ー
ラ
ン
は
王
子
。
そ
ん

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
Ｄ
１
３
０
の

ダ
ブ
ル
・
ウ
ー
フ
ァ
ー
の
わ
り
に
は
コ
ン
パ
ク

ト
で
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
細
部
の
デ
ザ
イ
ン
が

凝
っ
て
い
る
。
フ
ロ
ン
ト
グ
リ
ル
は
中
心
部
が

へ
こ
む
よ
う
に
反
っ
て
い
る
の
も
、
か
な
り
の

手
間
仕
事
だ
。
こ
ん
な
に
い
い
個
体
は
市
場
に

は
あ
ま
り
出
て
こ
な
い
と
岡
田
さ
ん
は
言
う
。

　

小
手
試
し
に
マ
イ
ル
ス
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
の

『
フ
ォ
ア
＆
モ
ア
』
で
ス
タ
ー
ト
。
機
材
は
リ

ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
Ｍ
ａ
ｊ
ｉ
ｋ

Ｄ
Ｓ
Ｍ
と
オ
ク
タ
ー
ヴ
の
プ
リ
メ
イ
ン
ア
ン
プ

Ｖ
１
１
０
Ｓ
Ｅ
。
シ
ン
バ
ル
の
激
し
い
あ
た
り

を
聴
く
ソ
ー
ス
だ
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
は
ど
こ

か
に
吹
っ
飛
ぶ
ほ
ど
、
ハ
イ
ブ
ロ
ー
な
風
格
と

い
う
か
ア
ン
ビ
エ
ン
ス
を
感
じ
た
。
そ
う
い
う

オ
ー
デ
ィ
オ
的
な
聴
き
方
は
止
め
ろ
と
王
子
か

ら
諭
さ
れ
た
気
が
し
た
。

　

す
ぐ
に
シ
ナ
ト
ラ
の
「
フ
ラ
イ
・
ミ
ー
・
ト

ゥ
・
ザ
・
ム
ー
ン
」。
し
ん
み
り
と
甘
い
バ
リ

ト
ン
・
ヴ
ォ
イ
ス
に
聴
き
入
る
。
音
楽
に
た
っ

ぷ
り
と
浸
り
き
れ
る
音
。
い
や
、
音
と
か
言
っ

ち
ゃ
い
け
な
い
。
音
を
分
析
す
る
気
持
ち
は
、

音
楽
の
鑑
賞
を
邪
魔
す
る
こ
と
が
あ
る
。
最
近

そ
ん
な
ふ
う
な
心
境
の
僕
は
、
ハ
ー
ラ
ン
を
聴

い
て
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
オ
ー
デ
ィ
オ
の
在
り
方
に

い
っ
そ
う
気
持
ち
が
傾
斜
し
た
の
だ
っ
た
。
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Retro-Future
古くて新しい もうひとつのヴィンテージオーディオ

ヴィンテージといえば、アルテックやタンノイなどが誌面に取り上げられる機
会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を並べる、他の多くのブランドがあ
ったことを知る人は少ないだろう。ビンテージ・ショップ「アトリエJe-tee」で
は、音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのヴィンテージ」を
数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている製品を中心に、
毎号テーマとなるブランドを取り上げている。前号ではJBLの初期型ハー
ツフィールドを紹介したが、今回はこれとほぼ同時代の製品であるJBLの
C-39／HarlanとC-49／Daleを紹介しよう。

ビル・トーマス期のJBL第34回

1949年にジム・ランシングが突然に亡くなり、その跡を継いだのがビル・トーマ
スである。彼は会社経営に手腕を発揮して後のJBLのブランドイメージの基礎を
築いていく人物。プロダクト開発にバート・ロカシー、デザイナーにアーノルド・ウ
オルフ、アルヴィン・ラステイグが起用され、おなじみの C-34ハークネス、C-38
バロン等の Ｃシリーズがシステムラインアップされ、同シリーズは1967年に開発
された C-68 SOVEREEIGN 3 まで続く。この同時期には有名なHartsfield
やParagonなども製品ラインアップに並び、JBLの歴史の中で最も華やかな時
代だったことがわかる。

ビル・トーマス期のJBL

C-39/Harlan
1956年にコーナー型モノラルシステムとして開発され数種類のユニッット構成が搭載
可能で、075 ／ D130×２ /N2600 または 175DLH ／ 130B×２／ N1200 の組
み合わせが最も人気があるシステムだった。最大で ３ウェイの38cmダブルウーファー
まで搭載が可能なシステムとなっている。箱の材質は全て19mmの米松で構成されて
おり、箱の構造はバスレフ型で底板に横長のポートが開けられている、以前紹介した
D-1004と同様のダブルウーファー仕様のコーナー型のバスレフキャビネットなので箱
内部の定在波が少なく音抜けが良く迫力のある鳴り方をする。

C-49/Dale
1959年に生産が開始され、発売当時はユニットの組み合わせが LE8が
１本搭載されたモデルと LE-10 ／ LE-30 ／ LX3 の２ウェイタイプが用
意されていた。箱はこの時期から開発されたラバータイプのユニットが搭
載されるため、19mm厚の板でかなりしっかりと造られており、丸いパイプ
型のポートのバスレフキャビネットとなっていて、小柄なキャビネット以上に
スケールの大きなサウンドを引き出す。正面から見ると、この時期のJBL
らしい一連の美しいスクエアなデザインだが、少し横から見ると斜めに切
り返されたカットラインがとても斬新で時代を感じさせない完成度がある。

同時にデザインされた脚付きタイプのC-38 バロン、
C-40 ハークネス 等はとても美しく、シンプルでスク
エアなデザインだが、 C-39 Harlan は複雑でテー
パードな面取りでコーナーキャビネットがデザインされ
ており、前と横と上のどの角度から見ても楽しませて
くれる。正面のサランネットを外すとバッフルが顔を
出し、３ウェイ用にLE-175DLH、075用のユニット
穴が開けられているのがわかる。今回の紹介する
システムはD130×２と075の２ウェイシステムなので、
本来175DLHが取り付けられる穴には075用がア
ダプターで取り付けられている。


